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ベレーシート

「主よ、何を語るのですか？」とたずね求めていた時に、

突然「賛美は直きにふさわしい」という言葉が、何度も何度も頭の中をぐるぐる

回っていました。

そして、創世記３章の終わりに登場する לַח ということばが気に（シャーラハ）שָׁ
なり、なぜ、「（手を）伸ばす」と「追い出す、遣わす」の意味があるのだろうか？

と主の前に静まっていた時です。

ふと、創世記47章でヤコブがエフライムに右の手を伸ばして祝福したシーンが

浮かびました。原文を調べると、確かにそこに לַח が使われて（シャーラハ）שָׁ
いたのです。

「賛美は直きにふさわしい」の 「直き」と訳されたר  、と（ヤーシャール ）יָׁשָׁ

「（手を）伸ばす、遣わす」 לַח （シャーラハ）שָׁ
という二つのことばから主の御心を尋ね求めてみたいと思います。



詩篇33篇１節

正しい者たちים יקִּ צַדִּ 主を喜び歌え。賛美は 直ぐな人たち יםְי רִּ שָׁ にふさわしいאוֶה 。נָׁ

賛美は直ぐな人たちにふさわしい

「直ぐな人たち」ים רִּ の語根は（イェシャーリーム）יְשָׁ ר ָׁי שָׁ （ヤーシャール）で「真っ直ぐ、正し

い、義、右」という意味があります。

また「正しい者たち」ים יקִּ יקの語根は（ツァッディーキーム）צַדִּ 、で「正しい（ツァディーク） צַדִּ

義、義人」を表します。

文脈からして、 「直ぐな人たち」ים רִּ יםと「正しい者たち」（イェシャーリーム）יְשָׁ יקִּ ツァッ）צַדִּ
ディーキーム）が同義であることが理解できます。

また「ふさわしい」と訳されたאוֶה の語根は、以下の二つ（ナーヴェ）נָׁ
ה ① אָׁ נָׁ （ナーアー） 「美しくなる、ふさわしくなる」
וֶה② （ナーヴェ）נָׁ 「住まい、羊小屋、神の家、牧草地、美しさ」、
つまり、「賛美」は正しい者の住まいとしてふさわしい。と理解できます。

では「直ぐな人たち」「正しい者たち」とはどういう人を表しているのか、まず創世記３章に登場

するシャーラハ（לַח 。という不思議な言葉から尋ね求めてみたいと思います（שָׁ
3



4

創世記3章22～23節

神である主はこう言われた。「見よ。人はわれわれのうちのひとりのようになり、善悪を知る

ようになった。今、人がその手を伸ばし לַח 、て、いのちの木からも取って食べ（シャーラハ）שָׁ
永遠に生きることがないようにしよう。」

23 神である主は、人をエデンの園から追い出し לַח 人が自分が取り出さ、（シャーラハ）שָׁ
れた大地を耕すようにされた24 こうして神は人を追放しרַש いのちの木への道を守るた、גָׁ
めに、ケルビムと、輪を描いて回る炎の剣をエデンの園の東に置かれた。

4

まず、はじめにシャーラハ（לַח 。の初出を確認したいと思います（שָׁ
この創世記の２２節の「（手を）伸ばす」と、23節の「追い出す」は、同じ単語シャーラハ（לַח （שָׁ
が使われています。

シャーラハの意味を調べると「送る、遣わす、伸ばす、送り出す」などの意味がありますので

「追い出す」と言うより「遣わされた」というニュアンスに近いことがわかります。

一般的に、この箇所はネガティブに取られがちですが、決してそうではないことがうかがえます。

ところが、24節では「追放し」とרַש が使われ「強制的に追い出された」ことが描（ガーラシュ）、גָׁ
かれています。

シャーラハ 「（手を）伸ばす、送り出す」



創世記48章14節

ところがイスラエルאֵל שְרָׁ לַחは、右手を伸ばしてיִּ 、弟であるエフライムの頭に置きשָׁ
左手をマナセの頭に置いた。マナセが長子なのに、彼は手を交差させたのである。

右手を伸ばして（シャーラハ）

次に、ヤコブが右手を伸ばしてエフライムを祝福する箇所でも、同じ「伸ばす」

シャーラハ（לַח 。が使われています（שָׁ

しかし、ここで注目したいのは、この時の名前が「ヤコブ」ではなく「イスラエル」と
なっていることです。

なぜ「イスラエル」だったのでしょうか。

創世記３２章に時間をさかのぼって、名前が「ヤコブ」から「イスラエル」に変えら

れたシーンを確認したいと思います。
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創世記32章28節

その人は言った。「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルאֵל שְרָׁ 。だיִּ
あなたが神と、また人と戦ってשרה（サーラー） 、勝ったからだ。」

ヤコブからイスラエルへ

ヤコブが御使いと組討ちをして、名前が変えられるシーンです。

「ヤコブ」יַעֲקֹב（ヤアコーヴ）の名前の語源は
קַבעָׁ  （アーカヴ）「かかと、ねじる曲げる、欺く、だます」という意味です。

そして、イスラエルאֵל שְרָׁ （イスラーエール）יִּ の語源は
השְ ִּי רָׁ （イスラー）＋אֵל（エール）「神」 で

שְ  היִּ רָׁ （イスラー）の語根はה רָׁ （サーラー）שָׁ 「争う、粘り強く、努力し、耐え抜く」です。
その頭に י（ヨード） がついて、三人称男性単数・未完了形 「彼は〜し続ける」となります。

またי（ヨード）は「神の御手・神の働き・神の息」などを現わすことから、
「（神によって）彼は～し続ける」とも理解できます。

ה רָׁ 「争う、粘り強く、努力し、耐え抜く」＝（サーラー）שָׁ
頭に י（ヨード） がつくと、三人称男性単数・未完了形 「彼は〜し続ける」
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創世記32章28、30～31節

28その人は言った。「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルאֵל שְרָׁ 。だיִּ
あなたが神と、また人と戦って、勝ったからだ。」30 そこでヤコブは、その場所の名をペヌ

エルと呼んだ。「私は顔と顔を合わせて ים  נִּ יםאֶל־פָׁ נִּ פָׁ （パーニーム・エル・パーニーム）

神を見たのに、私のいのちは救われた」という意味である。

ヤコブからイスラエルへ 顔と顔を合わせて

では「私は顔と顔を合わせて神を見たのに、私のいのちは救われた。」とは、何を意味してい
るのでしょうか。

「顔」パーニームים נִּ は複数形ですが、神の本質である「光、裁き、愛、清さ」などの様々なפָׁ
側面を表していることがわかります。

ですから、「顔と顔を合わせる ים  נִּ יםאֶל־פָׁ נִּ פָׁ （パーニーム・エル・パーニーム） 」とは、本質

と本質が相対すること。
つまりヤコブは、神の顔「神の本質」の前に、自分の顔「自分の本質」をさらけ出したのです。

「悪を行う者はみな、光を憎み、その行いが明るみに出されることを恐れて、光の方に来ない。
（ヨハネ3：20）」とイェシュアは言われましたが、ヤコブが戦ったのは、まさに「自分の本質」が
神の前にあらわにされることだったと理解できます。 7



創世記32章28、30節

28その人は言った。「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルאֵל שְרָׁ 。だיִּ
あなたが神と、また人と戦ってה רָׁ からだ。」30 そこでヤコブは、その場所יָׁכֹל勝った、שָׁ

の名をペヌエルと呼んだ。「私は顔と顔を合わせて神を見たのに、私のいのちは救われ

たצַל 。という意味である「נָׁ

ヤコブからイスラエルへ 顔と顔を合わせて

「勝った」と訳されたיָׁכֹל（ヤーコール）は、「耐えた、乗り越えた」という意味があります。
つまり、「主の御顔の光の前に耐え抜いた」ということができます。 

また「戦って」と訳されたה רָׁ 、はイスラエルの名前の語源でもあり「争う、粘り強く（サーラー）שָׁ
努力し、耐え抜く」という意味があります。

「救われた」と訳されたצַל は、単なる「救う」ではなく、「死から救い出す、敵から（ナーツァル）נָׁ
奪い返す、もぎ取る」と言った強いニュアンスで使われる言葉です。
また、「神を見たのに」と訳されていますが、「見た」という言葉は使われていません。

つまり、「私は、神の御顔の光の前に、自分の本質である闇を差し出し、戦い乗り越えたので、
私のいのちは死から救い出された。」と理解できます。
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①神と戦う＝神と顔と顔を合わせた

（神の「顔」本質の前に、自分の「顔」本質をさらけ出した）

②勝った＝御顔の光の前に立ち抜いた、耐え抜いた

③いのちが救われた＝内にある闇が、光にさらされ死んだ

④「ヤコブ」から「イスラエル」に名前＝（本質）が変えられた。

       （曲がった、罪את から「的外れの状態」（ハッタート）חַטָׁ
         神だけにより頼むものと変えられた＝まっすぐにされた）

イスラエル（אֵל שְרָׁ とは（יִּ

この創世記の箇所から見えてきたものは

また「イスラエル」אֵל שְרָׁ の語根であるיִּ הִּשְ י רָׁ （イスラー）の頭に三人称男性単数・未完了

形を現わすי（ヨード） がついていることから、「（神によって）彼は〜し続ける」、つまり
「（神によって）彼は神に向き合い続ける」「（神によって）御顔の光の前に立ち続ける」と
いうニュアンスが含まれていることがわかります。

つまり「イスラエル」とは「（神によって）常に神の御前に立ち、神だけにより頼み続けるよ
うにされた者」といえそうです。 9



エシュルン רוּןיְש   （イェシュルーン ）はイスラエル（ שְ  אֵליִּ רָׁ ）の雅名です。
そして、語源は： ריָׁשָׁ  （ヤーシャール）＝「真っ直ぐ・正しい・義・右」です。

つまり、「エシュルン」とは「まっすぐにされた者」「正しい者」 「愛されるまっすぐな者」
曲がった「ヤコブ」が、まっすぐな「エシュルン」と変えられることが見えてきました。

イスラエル שְרָׁ  אֵליִּ と、エシュルン וּןריְש   この二文字を眺めていて、

同じישרの文字が使われていることに気が付きました。
ところが、イスラエル אֵלשְ יִּ  רָׁ にはש （スィーン）が、

一方のエシュルンには ןּרוש  יְ  はש（シーン）が使われています。

、は、主に「人間側の働き」を現わすときに使われ（スィーン）ש
。は、主に「神の働き・ご性質」に関する時に使われています（シーン）ש

ヘブル語で「名前」は「本質」を現わしますが、

「人が神の御顔の前に立ち続ける」イスラエル אֵלשְ יִּ  רָׁ と、

「神の働きによって真っ直ぐな者とされた」エシュルン ּרוש  יְ 
この二つの名前の中に「本質」を見ることができます。

イスラエルאֵל שְרָׁ とエシュルンיִּ רוּןיְש  
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サーリーターからシェエーリートへ イスラエルの残りの者

創世記32章28節

その人は言った。「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルאֵל שְרָׁ 。だיִּ
あなたが神と、また人と戦って יתָׁ ִ רִּ 「。勝ったからだ（サーリーターִ）שָׁ

「耐え抜いた者」  ָׁיתָׁ ש רִּ （サーリーターִ⇒「残りの者」 יתשְ  אֵרִּ  （シェエーリート）    

人間の働きを表わすש （スィーン）   ⇒ 神の働きを表わすש（シーン）

この箇所の「戦って」の原文は「争う、粘り強く、努力し、耐え抜く」 ה רָׁ （サーラー）שָׁ を
語源とする יתָׁ שָׁ  רִּ （サーリーター）ִが使われています。

ですので、 יתָׁ  רִּ （サーリーターִ）שָׁ は「戦った者」と言うよりは、「神の御顔の光の前に、
自分の闇をさらけ出して耐え抜いた者」というニュアンスが強いことがわかります。

この「耐え抜いた者」 יתָׁ שָׁ  רִּ （サーリーターִ）から、イスラエルの「残りの者」 יתשְ  אֵרִּ  

（シェエーリート）へと変えられるとすると、

人間の働きを表わすש （スィーン）から、⇒神の働きを現わすש（シーン）に変えられて
いくことが、たった一つの文字からも感じ取ることができます。
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顔と顔を合わせることで変えられる

רִיתָׂ שָׂ אֵל  רָׂ יִשְׂ רוּן שֻׁ יְׂ אֵרִית  שְׂ
発音 サーリーター イスラーエール イェシュルーン シェエリート

意味 耐え抜いた者 イスラエル エシュルン 残りの者

語根 ה רָׂ שָׂ ה רָׂ שָׂ ר יָׂשָׂ אַר שָׂ
意味 戦う・耐え抜く 戦う・耐え抜く まっすぐ 残る・生き残る

ש  ש

人間の働きを表わすש （スィーン） ⇒  神の働きを表わすש（シーン）

呼び名が変化していくことばの中に、神のご計画が隠されていることが見えてきました。

人がどのように働きかけるかによって、神が応えられるのかがש （スィーン）からש（シーン）
への変化に見ることができます。

しかし、主が人に求められるのはただ、「顔と顔を合わせ、主に向き続ける」ことだけでした。 12



そのようにして見ると、イスラエルの「残りの者」 יתאֵ שְ  רִּ （シェエリート）とは、

「御父の霊を宿したもの」つまり「イェシュアご自身を表わすために残された者」と

いえるかもしれません。

サーリーターからシェエーリートへ イスラエルの残りの者

イザヤ10章20節

その日になると、イスラエルの残りの者 יתאֵ שְ  רִּ 、ヤコブの家の逃れの者は、もう二度と

自分を打つ者に頼らず、イスラエルの聖なる方、主に真実をもって頼る。

「残りの者」 יתאֵ שְ  רִּ  （シェエーリート）
「光の前に耐え抜いた者 」 יתָׁ שָׁ  רִּ （サーリーターִ） （御父の霊を宿したもの）

（イェシュアご自身を表わすために残された者）

⇒

そして、さらに興味深いことに気づきました。それは、 

「残りの者」 יתאֵ שְ  רִּ  （シェエーリート）のつづりを見ると

「戦い耐え抜いた者」 יתָׁ שָׁ  רִּ （サーリーターִ） にא（アーレフ）の一文字が入っていることです。

は 父、 霊、 神の息、 神の力 、神の本質、父の霊などを意味する （アーレフ）א
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出エジプト記15章26節
そして言われた。「もし、あなたの神、主の御声にあなたが確かに聞き従い、主の目
にかなうר ことを行い、また、その命令に耳を傾け、その掟をことご（ヤーシャール）יָׁשָׁ
とく守るなら、わたしがエジプトで下したような病気は何一つあなたの上に下さない。
わたしは主、あなたを癒やす者だからである。」。

ר ヤーシャール初出箇所יָׁשָׁ

ここでは（ヤーシャール）「まっすぐ、正しい、義、右」を「主の目にかなう」と訳されています。

そして、冠詞のハがついてר つまり、神「その”まっすぐなもの“」 （ハッヤーシャール） הַיָׁשָׁ

の基準としてのまっすぐであることを「主の目にかなう」と訳したことが理解できます。

そして「“その”まっすぐなもの」とは「主の御声に聞き従う者」＝ 「肉に死んで主の霊の内住

によって、神のみむねを行う者とされた者。」であり、そのようにされた者には、病から

の完全な守りが約束されています。

ローマ8章13～14節
もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬことになります。しかし、もし御霊に
よってからだの行いを殺すなら、あなたがたは生きます。14 神の御霊に導かれる
人はみな、神の子どもです。
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詩篇<都上りの歌> 125篇3～5節

3 それは 悪の杖が 正しい人の割り当て地の上にとどまることがなく 正しい人が

不正なことに 手を伸ば לַח 。さないようにするためだ（シャーラハ）שָׁ
4 主よ 善良な人々や心の直ぐな人々ים רִּ 。に いつくしみを施してください（イェシャーリーム）יְשָׁ

5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。

イスラエルאֵל שְרָׁ לוֹםの上に平和יִּ 。があるように（シャーローム）שָׁ

曲がったものを追い出す主

この詩篇１２５篇では לַח と「伸ばす、遣わす（手を）」（シャーラハ）שָׁ
ר ָׁי שָׁ （ヤーシャール）「まっすぐ」が並行して登場します。

また、ここでは「まっすぐ ר ָׁי שָׁ 」⇔「曲がる קַל 。が対照的に表現されています「עָׁ

直ぐな人たちים רִּ （イェシャーリーム）יְשָׁ

語根： ר ָׁי שָׁ （ヤーシャール）まっすぐ、正しい、義、右

15



詩篇<都上りの歌>125篇1～5節

主に信頼する人々はシオンの山のようだ。揺るぐמוֹטことなく とこしえにながらえるיָׁשַב。
2 エルサレムを山々が取り囲んでいるように 主は御民を 今よりとこしえまでも囲まれる。

3 それは 悪の杖が 正しい人の割り当て地の上にとどまることがなく 

正しい人が不正なことに 手を伸ばさないようにするためだ。

4 主よ 善良な人々や心の直ぐな人々に いつくしみを施してください。

5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。

イスラエルの上に平和があるように。

曲がったものを追い出す主

１節の「揺るぐことなくとこしえにながらえる」と訳された箇所を確認すると、

「揺るぐ」מוֹט（モート）＝移す、除く、揺れる、崩れる、外される、排除する
「ながらえる」יָׁשַב（ヤーシャヴ）＝住む、座す、結婚して共に暮らす

と言う意味がありますので、「主に信頼する人々」は 「排除されることなく永遠に共に住む」

となります。

その反対に5節の「曲がった道にそれる者」は「追い出す」とその対比を強調しています。 16



17

創世記3章22～23節

神である主はこう言われた。「見よ。人はわれわれのうちのひとりのようになり、善悪を知る

ようになった。今、人がその手を伸ばし לַח 、て、いのちの木からも取って食べ（シャーラハ）שָׁ
永遠に生きることがないようにしよう。」

23 神である主は、人をエデンの園から追い出し לַח 人が自分が取り出さ、（シャーラハ）שָׁ
れた大地を耕すようにされた24 こうして神は人を追放しרַש いのちの木への道を守るた、גָׁ
めに、ケルビムと、輪を描いて回る炎の剣をエデンの園の東に置かれた。

17

ここで再び創世記３章に目を向けてみましょう。

ここで追い出された人は、もはや主の御顔を避け、主に頼ることなく、自分の思い・考え・力で
「手を伸ばす」者となってしまいました。
つまり、みことばが語るところの「まっすぐなもの」「正しい人」の対局にある「曲がったもの」、罪

את 。の中で「的を外す者」となってしまったことが理解できます （ハッタート）חַטָׁ

「曲がったもの」を、主は「追い出される」のです。

曲がったものを追い出す主



詩篇<都上りの歌>125篇3～5節

3 それは 悪の杖が正しい人の割り当て地ל  の上にとどまることがなくגוֹרָׁ

正しい人が不正なことに 手を伸ば לַח 。さないようにするためだ（シャーラハ）שָׁ
4 主よ 善良な人々や心の直ぐな人々に いつくしみを施してください。
5 主は 曲がった道にそれる者どもを 不法を行う者どもとともに追い出される。

イスラエルאֵל שְרָׁ לוֹםの上に平和יִּ 。があるように（シャーローム）שָׁ

曲がったものを追い出す主

先ほどの創世記３章では「その人が手を伸ばさないため」と語られていましたが、この箇所でも

「正しい人が不正なことに手をのばさないようにするため」と語られています。

「割り当て地」と訳されたל は「分け前、領分」とも訳され「主は私への割り当て（ゴーラール）גוֹרָׁ
分（詩篇16：5）のように「内的な領分」＝「その人に与えられた霊の中」とも理解することができ

ます。杖は王権や権威を現わしますので「悪の権威が、正しいまっすぐな人の霊の中にとどま

ることがないように、その人の霊の中から曲がったものを追い出し、イスラエルの上に「シャー

ローム」＝御心をなしとげられる。」と読むことができそうです。

18



19

箴言 3章6節

あなたの行く道すべてにおいて、主を知れיָׁדַע。主があなたの進む道をまっすぐ ר ָׁי שָׁ にされる。

19

曲がったところをまっすぐにされる主

「道」 רֶךְדֶ  （デレフ）は単なる道路ではなく、 方向性、心の向き、誰により頼んで生きるか、

人の存在の方向性そのものを意味します。

また、「知れ」יָׁדַע（ヤーダ）は「アダムがエバを知った」と、体験的に知ることを現わしています。
つまり、自分の思いを全て主に向け「主を知れ」＝「一体となれ」
その時に、主は心の方向性をまっすぐにしてくださる。と言うのです。

イザヤ40章3～4節

荒野で叫ぶ者の声がする。「主の道を用意せよ。荒れ地で私たちの神のために、大路を

まっすぐにせよ。4 すべての谷は引き上げられ、すべての山や丘は低くなる。曲がったと

ころはまっすぐになり、険しい地は平らになる。



20

ヨハネ9章7節

「行って、シロアムלַח の池で洗いなさい」と（訳すと、遣わされた者）（シャーラハ）שָׁ
言われた。そこで、彼は行って洗った。すると、見えるようになり、帰って行った。

20

さて、創世記3章23節の「追い出す」の原文は לַח 。で「遣わす、送り出す」でした（シャーラハ）שָׁ
ここでの「人（アダム）」を、最後のアダムとなられた「イェシュア」として読むと、
「神は、イェシュアを大地（人）に仕えるために遣わされた。」と読むことができます。

そして、それはヨハネ９章にあらわされた「盲人の目を開くため」であったことがわかります。

これを重層的に読むなら、終わりの日、「イスラエルの残りの者」＝「イェシュアの霊を宿した
者」を通して「盲人」の霊の目が開かれ、神を見るようになるのです。

シロアム 遣わされた者

創世記3章23節

神である主は、人をエデンの園から追い出し לַח 人が自分が取り出、（シャーラハ）שָׁ
された大地を耕すようにされた



ルカ24章44節

そしてイエスは言われた。「わたしがまだあなたがたと一緒にいたころ、あなたがたに

話したことばはこうです。わたしについて、モーセの律法と預言者たちの書と詩篇
ים לִּ 「。に書いてあることは、すべて成就しなければなりません（テヒッリーム）תְהִּ

ヨハネ5章39～40節

あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。その
聖書は、わたしについて証ししているものです。40 それなのに、あなたがたは、いの

ちを得るためにわたしのもとに来ようとはしません。

詩篇（テヒッリーム）と 「いのち」

ים לִּ 詩篇＝賛美（テヒッラー）の集まり（複数）：（テヒッリーム）תְהִּ

ה לָׁ （単数）「賛美の言葉・歌」「賛美」：（テヒッラー）תְהִּ
語根：לַל 「光を放つ」「輝く」「ほめる」：（ハーラル）  הָׁ

このように、詩篇＝「賛美の集まり」は「永遠のいのち」であるイェシュアを証ししている
ことがわかります。 21



申命記10章20～21 

20 あなたの神、主を恐れ、主に仕えなさい。主にすがり、御名によって誓いなさい。

21 この方こそあなたの賛美（テヒッラー）、この方こそあなたの神であって、あなたが

自分の目で見たこれらの大いなる恐るべきことを、あなたのために行われた方である。

賛美（テヒッラー）初出箇所

この２１節はパラレリズムで書かれており、「賛美」と「神」が同義であることがわかります。

まさに「賛美」の語根 לַל 、が「輝く」「光を放つ」意味を持つ通り（ハーラル）  הָׁ

光なる神、イェシュアご自身を現わしていることが理解できます。

ה לָׁ （複数）「賛美の言葉・歌」「賛美」：（テヒッラー）תְהִּ
語根：לַל 「光を放つ」「輝く」「ほめる」：（ハーラル）  הָׁ

22



詩篇33篇１, 4，12節

1 正しい者たち 主を喜び歌え。賛美は 直ぐな人たち יםְי רִּ שָׁ にふさわしいאוֶה 。נָׁ
4 まことに主のことばは真っ直ぐ ר ָׁי שָׁ （ヤーシャール） で 

そのみわざはことごとく真実である。

12 幸いなことよ 主を自らの神とする国は。

神がご自分のゆずり（相続地）として選ばれた民は。

賛美は直ぐな人たちにふさわしい

この箇所をもう一度みると、 

「賛美」＝「直ぐな人たちים רִּ の（イェシャーリーム）יְשָׁ אוֶהָׁנ （ナーヴェ）美しい住まい」であり

 「主のことば」である「イェシュア」＝真っ直ぐ ר ָׁי שָׁ （ヤーシャール） 

12節には、イスラエルに対して「神の相続地」＝神の住まいとして選んだ民 と言っており、

これは「イスラエルの賛美を住まい（יָׁשַבヤーシャヴ）としておられる」（詩篇22：3）と一致します。

つまり、「まっすぐにされたイスラエルの霊から輝き出るイェシュアの中に神は住む」といえそうです。

座る、共に住む、結婚して暮らす、一体となる： （ヤーシャヴ）יָׁשַב
23



ベアハリート

曲がった「ヤコブ」から「イスラエル」と名前が変えられたのは、御顔の光の前に立
ち、自分の闇をさらけ出し、逃げずに耐え抜いた。それゆえに、死からいのちへと
移され、神により頼む「正しい者」「真っ直ぐな者」と変えられたことが隠されていま
した。

そして「イスラエルの残りの者」とは、絶えず神の御顔の前に立ち続ける者。自分
を死に渡し続け、父の心「みこころ」を行うために地に遣わされたイェシュアの霊を
内に宿すものとされた者。
それが主が「エシュルンよ」と呼ばれる「主に愛される真っ直ぐにされた者」でした。

神と顔と顔を合わせ続ける者たちの内から溢れほとばしるイェシュアの輝き。
それこそが「賛美」であることを知りました。

そして、終わりの日、イスラエルの残りの者の霊の奥底からイェシュアの光があふ
れ出し、多くの諸国の民が、主と顔と顔を合わせて主を知るようになるのです。

詩篇33篇１節

正しい者たち 主を喜び歌え。賛美は 直ぐな人たちにふさわしい。
24
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